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スが洗礼者ヨハネに洗礼を受けた時、天が裂けて聞こえた、「あなたは私の愛する子、私はあなたを























る。LXXは、この個所に変更を加え、Iakwb o` pai/j mou avntilh,myomai auvtou/ Israhl o` evklekto,j mou 





























































































































































なかったのである。 5 彼は昼も夜も墓場や山で叫んだり、石で自分を打ちたたいたりしていた。 
6 イエスを遠くから見ると、走って来て彼にひれ伏し、 7 大声で叫んで言った。「いと高き神
の子イエス、わたしとお前に何の関係があるのか。神にかけて、どうか苦しめないでほしい。」  
8 イエスが、「穢れた霊、この人から出て行け」と言ったからである。 9 そこで、イエスが、「名
 ― 70 ―
は何というのか」と尋ねると、「わたしの名はレギオン。大勢だから」と言った。 10 そして、
自分たちをこの地方から追い出さないようにと、イエスにしきりに願った。 








































































4:35 その日の夕方になって、イエスは、「向こう岸に渡ろう」と弟子たちに言った。 36 そこで、
弟子たちは群衆を後に残し、イエスが舟に乗っているのをそのままつれてこぎ出した。ほかの





た。 40 イエスは言った。「なぜ怖がるのか。まだ信じていないのか。」 41 弟子たちは非常に恐
れて、「この人は何者なのだろう。風や湖さえも彼に従うとは」と互いに言った。 
6:45 すぐに、イエスは弟子を船に乗らせて、ベツサイダへと自分より先に行かせ、群衆を解散
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Biblia Hebraica Stüttgartensia. 5 Auflage. Stüttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 1997. を用い、新約
の訳は本多の私訳、旧約は基本的に日本聖書協会新共同訳（1990）を用いた。 
２） 川島貞雄『マルコによる福音書』, p. 33は、このここから執筆地をガリラヤの教会と関係が深く、地域的
にガリラヤに近い場所と考えている。 
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